
（別紙４）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 4 （回答者数） 2

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 令和7年2月14日

（対象数） 4 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
外部の保育所等訪問支援に関する研修や連携会議等への積極

参加をし、スキルアップを目指す

2
いろいろな困り感に対応できるように知識や経験を増やして

いく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後市内の様々な小学校に保育所等訪問の事を理解し、連携

拡大できるよう連絡調整及び次年度入ってから再度あいさつ

回りを行っていく。

2

3

○事業所名 じゅにあサポート「かのん」

○保護者評価実施期間 令和6年12月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和6年12月17日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問の要望はあるが、現在入っている特定の学校以

外との連携がまだとれていない。

保育所等訪問の説明不足や療育がどういったものなのか理解

され辛い。また、連携した際のメリットを先方に理解しても

らえるような説明が出来ていないと思われる。

実務経験５年以上の職員が３名おり、職員が充実している。
保育所等訪問支援にて児童１名に職員１名をつけ対応できる

ようにしている。

訪問先の先生と訪問時に直接話し合えるよう親睦を図ってい

る。

日頃の様子を伺ったり、直接支援を行いながら児童がよりよ

い学校生活を送れるよう密接にかかわっている。また、先生

の相談に乗りながらその場で解決できることは優先して行

い、難しい点等は本児が困らないように配慮しながら先生と

試行錯誤しながら対応している。

事業所における自己評価総括表公表


